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厚生労働行政推進調査事業費補助金“新興・再興感染症及び予防接種政策推進 

研究事業”「ワクチンの有効性・安全性と効果的適用に関する疫学研究」監修 

『新型コロナウイルスワクチンを安全に接種するための注意とポイント』、 

日本医師会作成『新型コロナウイルス感染症の予防接種を安心して受けるため 

に』の送付について 

 

 

 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

また、本会活動の推進には、日頃より格段のご指導ご協力を賜り厚く御礼申し上げま

す。 

さて、厚生労働行政推進調査事業費補助金“新興・再興感染症及び予防接種政策推進

研究事業”「ワクチンの有効性・安全性と効果的適用に関する疫学研究」監修

『新型コロナウイルスワクチンを安全に接種するための注意とポイント』が

予防接種推進専門協議会のメンバーの協力により作成され、厚生労働省ホームページで

動画とリーフレットが公開されました。 

新型コロナワクチンの接種を行う医療機関へのお知らせ 接種の進め方 ※関連資料 

医療従事者のための新型コロナウイルスワクチンを安全に接種するための注意とポイント 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_iryoukikanheno_osh

irase.html 

  動画 https://www.youtube.com/watch?v=rcEVMi2OtCY 

リーフレット https://www.mhlw.go.jp/content/000764700.pdf 

 

また、既に宮医発第 7号（令和 3 年 4 月 5日付）で通知しておりますが、日本医師会

は、今後、日常診療において患者およびご家族の方からワクチン接種に関する相談を受

ける機会が増えることが想定され、かかりつけ医として正しい情報をわかりやすく提供

していくことが不可欠とのことから、一般の方にワクチン接種を受けるかどうかを判断

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_iryoukikanheno_oshirase.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_iryoukikanheno_oshirase.html
https://www.youtube.com/watch?v=rcEVMi2OtCY
https://www.mhlw.go.jp/content/000764700.pdf


する際の参考としてもらえるよう小冊子を作成しております。 

新型コロナウイルス感染症の予防接種を安心して受けるために 

冊子使用例 

https://www.med.or.jp/dl-med/kansen/novel_corona/katsuyou_ex.pdf 

冊子：単ページ 

https://www.med.or.jp/dl-med/kansen/novel_corona/booklet_s.pdf 

冊子：見開き 

https://www.med.or.jp/dl-med/kansen/novel_corona/booklet_sp.pdf 

 

つきましては、どちらもわかりやすくまとまっているものであり、ぜひともご活用い

ただきますよう、貴会会員への周知等、特段のご高配を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：総務部総務課 

TEL 022－227－1591 

FAX 022－266－1480 

E-mail：mma@miyagi.med.or.jp 
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新型コロナウイルスワクチンを

安全に接種するための注意とポイント

新型コロナウイルスワクチンを短期間で多くの人に安全に行うための注意とポイントを

解説します。このワクチンはこれまで国内であまり行われていなかった筋肉注射です。

筋肉注射の手技についてもわかりやすく紹介します。

接種不適当者に該当する症状が悪化している場合や全身状態が悪い場合には、接種を延期

して、体調が良くなってから接種を行うことを検討します。 

集団接種で問診医が接種に迷う場合は、かかりつけ医などでの個別接種を検討していただく

のもよいでしょう。

❶明らかな発熱を呈している。

❷重篤な急性疾患にかかっていることが

明らかである。

❸接種しようとする接種液の成分に対し

てアナフィラキシーを呈したことが明ら

かである。

❹その他の理由により予防接種を行うこ

とが不適当な状態である。

ⅰ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

ⅴ

ⅵ

抗凝固療法を受けている人、血小板減少症又は凝固障害を有する人

過去に免疫不全の診断がなされている人及び近親者に先天性免疫不全症の人

がいる人

心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害等の基礎疾患を有

する人

予防接種で接種後２日以内に発熱のみられた人及び全身性発疹等のアレル

ギーを疑う症状を呈したことがある人

過去にけいれんの既往のある人

接種しようとする接種液の成分に対してアレルギーを呈するおそれのある人

プライバシーが保護され、密を避けた環境を用意してください。

被接種者ごとに手指衛生を徹底してください。

救急対応の手順や物品を確認してください。
接種会場の環境接種会場の環境

集団接種の場合、予診は、問診と視診を基本とします。

接種要注意者・基礎疾患を有する人など、予診医が必要と認めた人には

聴診・触診を行います。
予診予診

接種不適当者 （接種を行いません） 接種要注意者 （接種の適否を慎重に判断してください）

予診時に確認すること 【リスクコミュニケーション】

以下については、必ず問診で確認してください。

ワクチンの効果と
副反応についての理解

予防接種健康被害
救済制度の認知

重いアレルギー反応
の既往

医療従事者の方へ

監修

厚生労働行政推進調査事業費補助金　

“新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業”

「ワクチンの有効性・安全性と効果的適用に関する疫学研究」

研究代表者：廣田良夫

分担研究者：岩田　敏／岡田賢司／中野貴司

研究協力者：多屋馨子

監修協力者：峯　眞人／中山久仁子　
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まず、お名前、そしてアルコール過敏症かを確認してください。

アルコール過敏症の場合、アルコールフリー（クロルヘキシジングルコン酸

塩含浸など）の消毒綿を使います。
接種前のチェック接種前のチェック

新型コロナウイルスワクチンは筋肉注射です。

通常、三角筋の中央部に注射します。

筋肉注射のポイント

被接種者ごとに、必ず手指消毒を

してください。

手袋をしている場合は、手袋をはず

して手指消毒をしてから、新しい手

袋を着用してください。

被接種者には腕を下におろし、

リラックスした姿勢をとっても

らいます。

過緊張、採血等で気分がわるくなったことがある人

は、ベッドに横になっての接種も考慮します。

注射部位は三角筋中央部です。肩峰から真下に

３横指程度下の位置が目安になります。

接種部位が上方すぎるとワクチン関連肩関節障

害を、下方すぎると橈骨神経障害を起こすリスク

があるので、注意が必要です。

穿刺部位の確認1

＊接種部位の目安として肩峰下の前後腋窩線を結ぶ線の高さを

　推奨する報告もあります。
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注射針について

高齢者など筋肉量の少ない人の場合は長さ16mmの

針を。ただし、付け替える際に薬液が漏れたり汚染さ

せないよう十分な注意が必要です。

シリンジと注射針が安定するように工

夫して持ち、適度な速度で注入してく

ださい。

穿刺部位に消毒綿

をあて、素早く針を

抜いてください。

抜針2薬液を注入1

通常、太さ25G、長さ25mmのものを使いますが、年齢・体格に応じて、適切に

筋肉内に接種できるものを選んでください。

シリンジの持ち方に、決まりはありません。支持しやすい持ち方で接種してください。

穿刺部位の消毒

利き手でシリンジを持ちます。

注射部位周辺の皮膚を軽く広げるように伸展させてから三角筋の外縁に手を添えます。

注射針を皮膚に約90°の角度で素早く刺してください。

穿刺

穿刺部位を中心から外側に向けて円

を描くように、直径5㎝以上の範囲を

消毒綿で拭いてください。

アルコールが乾燥するまで待ちます。

大事なことは

筋肉内に針を刺し、

薬液を注入

することです。

2 3

短いシリンジの場合 長いシリンジの場合

三角筋には大きな血管がないの

で、陰圧をかけて血液の逆流を

確認する必要はありません。
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接種後の注意

接種後は揉まないで、軽く押

さえます。抗凝固療法や抗血

栓療法を受けている人には、

最低２分間強めに押さえても

らいます。

消毒綿で注射部位を押さえる3

被接種者に終了した

ことを伝え、異 常 が

ないか声をかけてく

ださい。

接種直後に声かけをする5

針刺し事故防止、および感染

の危険があるため、

針はリキャップせずに注射器ご

とただちに専用廃棄容器に捨

ててください。

使用済の針の処理4

接種後は、必ず手指消毒をし

てください。

手袋をしている場合は、手袋

をはずして手指消毒をしてか

ら、新しい手袋を着用してく

ださい。

接種後は、血管迷走神経反射による失神や気分不良が起こ

る場合があります。観察室などへの移動にも注意してくだ

さい。

血管迷走神経反射

アナフィラキシーが疑われる場合は、アドレナリン製剤が第

一選択になります。事前に、用意しておく必要があります。

アナフィラキシー

血管迷走神経反射とアナフィラキシーの特徴

血管迷走神経反射

アナフィラキシー

接種直後

から

接種数分後

から

徐脈、
血圧低下

頻脈、皮膚症状
（膨疹、丘疹）、

血圧低下

発症時期 症状

観察室では、背もたれのある椅子

で15分ほど休んでもらいます。

即時型アレルギー反応やアナフィ

ラキシーの既往のある接種者は、

特に注意するために30分の経過

観察が必要です。

◆接種後の観察 ◆接種後の注意を伝えてください

●接種日は激しい運動は控えてもらうこと。

●入浴はかまわないこと。

●いつもと違う感じがしたら、接種担当医やか

かりつけ医、相談センターに連絡し、予防接

種をしたことを伝えて相談すること。

伝えること
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新型コロナウイルス感染症の
予防接種を
安心して受けるために
ワクチンについてわからないこと
や、高齢者や基礎疾患をお持ちなど、
接種に不安がある方は、かかりつけ
医や地域の医師会にぜひご相談
ください。巻末にお問合せ窓口
が記載されています。

2021年3月25日

ワクチン接種
について

日医キャラクター「日医君（にちいくん）」

ワクチン接種についての様々な疑問にお答えします

ワクチンの接種により、症状が出ることを防ぎ、重症化するのを
予防できることが明らかになっています。最近の研究では、感染
自体を防げる可能性も示されています。

できるだけ多くの方が予防接種することで、感染の拡大を防ぐ
ことができます。予防接種には、「個人を守ること」と「社会を守
ること」の二つの役割があります。

なぜワクチンを接種するのですか？

ワクチンを接種した方が良いですか？

Q 1

A

Q2

A
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3週間の間隔で２回接種した場合、２回目の接種から７日目以降
において、症状が出ることを防ぐ効果は約95％でした。ワクチン
を定められた方法（間隔、回数）で接種した場合の効果は科学的
に明らかです。

上腕の筋肉に注射します。また「コミナティ筋注」（ファイザー
社）の場合は3週間の間隔で2回行います。

筋肉注射の方がワクチンの成分が素早く吸収されます。筋肉の
中は血流が豊富で免疫に関わる細胞も多く存在するため、ワク
チンによる免疫を獲得しやすいのです。

痛みの感じ方には個人差があります。ワクチンに含まれる成分
によっても異なります。注射したところの腫れや痛みが、接種後
しばらく経ってから出ることもあります。

服用している薬の作用に
よって出血しやすくなっ
ている方や、出血しやす
い病気の方は、注意が必
要です。薬を服用中の方
や治療中の方は、前もっ
てかかりつけ医に確認を
してください。そして、必
ず接種前に医師や看護師
等に伝えてください。

Q3

A

Q4

A

Q5

A

Q6

A

Q7

A

接種するワクチンはどのくらい効き目（効果）がありますか？

どのように接種するのですか？

なぜ新型コロナウイルスワクチンは筋肉注射なのですか？

筋肉注射は痛くありませんか？

ワクチンの注射で注意することはありますか？
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ワクチン接種対象から除外さ
れてはいませんが、接種する前
に必ずかかりつけ医と相談し
てください。

現在承認されている「コミナ
ティ筋注」（ファイザー社）の対
象は16歳以上の方です。小児
に対する接種は、今後検討され
る見通しです。

アレルギーの原因は様々です。特定の原因が疑われる場合は、ワ
クチンに含まれる成分との関係について、事前に医師に相談し
てください。ワクチンに含まれる成分以外に対するアレルギー
の場合、接種は可能です。

まず、かかりつけ医に相談してください。また、接種する医師等
が注意深く観察し、必要に応じて速やかに対応を行えるよう、接
種前に必ず医師や看護師等に伝えてください。

接種後15～30分程度は接種施設で様子をみます。接種直後に、
めまい・吐き気・血圧低下などが見られることがあります。また
接種した翌日になって、注射した部位の痛み・腫れ、筋肉や関節
の痛み、頭痛、疲労、発熱などが見られることがあります。これら
は通常、数日以内におさまります。気になる体調変化は、接種を
受けた医療機関や自治体の窓口に相談してください。

Q8

A

Q9

A

子供も接種できますか？

アレルギーがある場合、ワクチン接種して大丈夫でしょうか？

重度のアレルギーの既往歴がある場合はどうなりますか？

接種後の体調変化が心配です。

妊娠中や授乳中の場合はワ
クチンを接種した方がよい
ですか？

Q 1 1

A

Q12

A

Q10

A
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アナフィラキシーは、薬や食物が身体に入ってから、短時間で見
られる全身性のアレルギー反応です。かゆみ・じんま疹、息苦し
さ、腹痛など2つ以上の臓器にわたって症状が見られます。その
中でも急激な血圧低下や意識障害を伴う場合を「アナフィラキ
シーショック」と呼びます。これらはすぐに治療する必要があり
ます。

米国の報告では、アナフィラキシーが起こった方の90％が接種
後30分以内に症状が現れていました。接種を行う施設では、適
切な対応が取れる体制を整えています。

安静にして、接種を受けた医療機関または都道府県や市区町村
からの案内に記載された相談窓口にご連絡ください。

私たち医師および医療従事者は皆さんが新型コロナ
ウイルス感染症の予防接種を安心・安全に受けられる
よう努めます。

お問合せ窓口

アナフィラキシーとはどのようなものですか？

アナフィラキシーが起こるとすれば、接種後いつでしょうか？

接種施設を出た後に体調変化に気付いたら誰に相談したら
よいですか？

Q15

A

Q14

A

Q13

A

医師会
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